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■
記
念
式
典

　
母
袋
創
一
副
組
合
長
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
き
、
倉
沢
明

人
代
表
理
事
組
合
長
は
挨
拶
の
中
で
、「
こ
の
二
十
年
の
間

に
は
、
実
績
が
計
画
を
下
回
る
厳
し
い
年
度
も
あ
り
ま
し
た

が
、
一
度
も
赤
字
決
算
と
な
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
森
林
資
源
の
状
況
を
的
確
に
把
握

し
、
健
全
な
森
づ
く
り
を
進
め
た
い
。
ま
た
、『
組
合
員
の

た
め
の
組
合
、
地
域
に
貢
献
す
る
組
合
』
を
念
頭
に
、
地
域

の
発
展
に
よ
り
一
層
貢
献
し
て
行
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
組
合
設
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
出
来
事
を

Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
で
紹
介
し
、
二
十
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

■
感
謝
状
の
贈
呈

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
に
続
き
、
組
合
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

左
記
の
七
名
が
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
当
日
出
席
さ

れ
た
四
名
の
方
が
登
壇
し
、
倉
沢
組
合
長
よ
り
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

挨拶を述べる倉沢組合長

DVD 上映の様子

初
代
組
合
長�

若
林　
康
朗�

さ
ん

第
二
代
組
合
長�

宮
原　
　
毅�

さ
ん

第
三
代
組
合
長�

織　
　
邦
夫�

さ
ん

第
四
代
組
合
長�

荻
原　
幸
春�

さ
ん

第
五
代
組
合
長�

大
久
保　
守�

さ
ん

元
常
勤
理
事�

和
田　
万
三�

さ
ん

元
技
能
職
員�

柳
沢　
幸
一�

さ
ん

　
九
月
十
三
日
、
上
田
市
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
サ

ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
）
に
お
い
て
、
当
組
合
の
設
立
二
十
周
年

を
記
念
し
「
感
謝
の
集
い
」（
記
念
式
典・歌
謡
コ
ン
サ
ー

ト
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
一
、二
〇
〇
名
が
来
場
し
、
会
場
と
な
っ
た

大
ホ
ー
ル
は
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
周
年
記
念
「
感
謝
の
集
い
」
開
催
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最
後
に
、
来
賓
と
し
て
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
、
長
野

県
林
務
部
長
の
塩
原
豊
様
、
中
部
森
林
管
理
局
長
の
桂

川
裕
樹
様
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
長
の
藤
原
忠
彦

様
、
長
野
県
議
会
議
員
の
平
野
成
基
様
よ
り
お
祝
辞
を
賜

り
、
羽
田
健
一
郎
筆
頭
常
任
理
事
が
閉
会
の
こ
と
ば
を
述

べ
、二
十
周
年
記
念
式
典
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

倉沢組合長から感謝状を受け取る初代組合長の若林さん、第 2 代組合長の宮原さん、
第 4 代組合長の荻原さん、元常勤理事の和田さん

■
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト

　
記
念
式
典
終
了
後
に
は
、
高
道
（
狩
人
）
さ
ん
、
保
科

有
里
さ
ん
、
松
方
弘
樹
さ
ん
の
出
演
順
に
歌
謡
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
方
さ
ん
は
、
曲
と
曲
の
合
間
に
趣
味
の
マ
グ
ロ
漁
の

お
話
し
を
さ
れ
、
そ
の
中
で
「
海
で
漁
が
で
き
る
の
も
豊

か
な
森
林
の
お
か
げ
」
と
語
り
、
森
林
整
備
に
理
解
と
深

い
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
観
客
席
を
巡
っ
て

会
場
の
皆
さ
ん
と
握
手
を
す
る
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

会
場
が
一
体
と
な
っ
た
素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。

コンサートの開演を待つ会場内の様子

観客席を巡る松方さん

左から
保科さん、松方さん、高道さん

　

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
は
、
松
方
さ
ん
、
高
道
さ
ん
、

保
科
さ
ん
が
揃
っ
て
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
し
、
当
組
合
よ
り

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
花
束
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
ご
来
場
さ
れ
た
皆
様
か
ら
は
、「
素
晴
ら
し
い
歌
声
に

感
激
し
た
」、「
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
て
、
来
て
よ
か
っ

た
」
と
い
う
お
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
・
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
と
長
時
間
に
わ
た
る
公

演
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
後
ま
で
ご
覧
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
当
組
合
は
、
こ
の
二
十
周
年
の
節
目
を
契
機
に
、
今
後

の
更
な
る
飛
躍
を
期
す
る
所
存
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。
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世
の
中
の
情
勢

平
成
７
年
（
１
９
９
５
年
）

・
阪
神
淡
路
大
震
災
（
１
月
）

・
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
（
３
月
）

・
野
茂
英
雄
が
大
リ
ー
グ
で
新
人
王
（
11
月
）

・
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
洩
事
故

（
12
月
）

平
成
８
年
（
１
９
９
６
年
）

・「
エ
ン
デ
バ
ー
」
に
若
田
光
一
さ
ん
が
搭
乗
（
１
月
）

・
国
内
初
の
検
索
サ
イ
ト
「ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
」
が
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
（
４
月
）

・
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
（
７
月
）

・
原
爆
ド
ー
ム
と
厳
島
神
社
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

（
12
月
）

平
成
9
年
（
１
９
９
７
年
）

・
三
井
三
池
鉱
山
が
閉
山
（
３
月
）

・
消
費
税
が
３
％
か
ら
５
％
に
増
税
（
４
月
）

・
長
野
新
幹
線
（
高
崎

－

長
野
駅
間
）
が
開
業
（
10
月
）

・
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
で
京
都
議
定
書
が
採
択

（
12
月
）

　
　
信
州
上
小
森
林
組
合
「
二
十
年
の
あ
ゆ
み
」

初代組合長
若林 康朗 氏

（平成 7 年 8 月就任）

第 2 代組合長
宮原　毅 氏

（平成9年5月就任）

平成 7 年 8 月 1 日　信州上小森林組合発足（除幕式）

第 1 回通常総代会（平成 8 年 1 月 16 日開催）

平成 7 年 12 月
合併記念「しんりん祭」を 2 週に
わたり 6 会場で開催　暮れの恒例
イベントとして毎年開催されている
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平
成
10
年
（
１
９
９
８
年
）

・
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
（
２
月
）

　
日
本
勢
、
金
５
・
銀
１
・
銅
４
の
メ
ダ
ル
獲
得

・
郵
便
番
号
が
５
桁
か
ら
７
桁
に
（
２
月
）

・
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
、
Ｗ
杯
初
出
場
（
６
月
）

・
東
大
寺
な
ど
古
都
奈
良
の
文
化
財
が
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
（
12
月
）

平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）

・
初
の
脳
死
臓
器
移
植
実
施
（
２
月
）

・
東
海
村
の
核
燃
料
施
設
で
臨
界
事
故
（
９
月
）

・
上
信
越
自
動
車
道
が
全
線
開
通
（
10
月
）

・
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
世
界
各
地
で
催
さ

れ
る
。（
12
月
）

平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）

・
２
０
０
０
年
問
題
の
発
生
が
注
目
さ
れ
た
が
、
大
き
な

問
題
は
起
き
ず
（
１
月
）

・
三
宅
島
噴
火
（
５
月
）

・
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
（
９
月
）

・
長
野
県
知
事
に
田
中
康
夫
氏
が
就
任
（
11
月
）

雨氷害被害地 53.4ha の保安林を植林し復旧した様子
（長和町大門）

平成 10 年 4 月　旧長門町を中心に雨氷害が発生

上田市富士山に「上小森林センター」完成
（平成 11 年 11 月 29 日竣工式開催）

平成 12 年 4 月
本所において第 1 回「セリ市・植木まつり」開催
春の緑化事業として毎年開催されている
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平
成
13
年
（
２
０
０
１
年
）

・
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
が
開
園
（
９
月
）

・
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
発
生
（
９
月
）

・
敬
宮
愛
子
内
親
王
が
ご
誕
生
（
12
月
）

平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）

・
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
―
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕

（
２
月
）

・
日
本
・
韓
国
共
同
開
催
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
開
幕（
５
月
）

・
日
本
人
拉
致
被
害
者
5
人
が
北
朝
鮮
か
ら
24
年
ぶ
り
に

帰
国
（
10
月
）

平
成
15
年
（
２
０
０
３
年
）

・
長
野
県
の
森
林
整
備
事
業
、
受
注
希
望
型
に
よ
る
一
般

競
争
入
札
制
度
導
入
（
２
月
）

・
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
打
ち
上
げ
（
５
月
）

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
が
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋

で
開
始
（
10
月
）

平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）

・
東
部
町
と
北
御
牧
村
が
合
併
し
、「
東
御
市
」
が
発
足

（
４
月
）

・
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
（
８
月
）

・
新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
（
10
月
）

第 3 代組合長
織　邦夫 氏

（平成15年3月就任）

第 40 回全国林業経営推奨行事「優良林業経営組合」
林野庁長官賞受賞（平成 13 年 11 月 21 日）

長野県森林組合大会（600 余名参集）に参加
（平成 16 年 2 月 17 日開催）

平成 14 年 1 月
新たな松くい虫被害対策として、アカマツ林の樹種転換事業が
始まる（上田市仁古田の樹種転換事業地 7ha）

長野県森林組合大会の席上で職員提案を発表する
当組合技能職員の梅津良太
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平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）

・
中
部
国
際
空
港
が
開
港
（
２
月
）

・
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
サ
イ
パ
ン
島
を
訪
問
（
６
月
）

・
長
門
町
と
和
田
村
が
合
併
し
、「
長
和
町
」が
発
足（
10
月
）

平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）

・
ト
リ
ノ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
（
２
月
）

・
旧
上
田
市
、
丸
子
町
、
真
田
町
、
武
石
村
が
合
併
し
、

「
上
田
市
」
が
発
足
（
３
月
）

・
長
野
県
知
事
に
、
村
井�

仁�

氏
が
就
任
（
９
月
）

・
秋
篠
宮
家
に
悠
仁
親
王
殿
下
が
ご
誕
生
（
９
月
）

平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）

・
石
見
銀
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
（
６
月
）

・
郵
政
民
営
化
が
ス
タ
ー
ト
（
10
月
）

・
社
会
保
険
庁「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」の
発
送
開
始（
12
月
）

平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）

・
後
期
高
齢
者
制
度
が
ス
タ
ー
ト
（
４
月
）

・
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
（
８
月
）

・
米
国
の
投
資
銀
行
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
破
綻

（
10
月
）

第 4 代組合長
荻原 幸春 氏

（平成17年3月就任）

平成 17 年 2 月
高性能林業機械「スイングヤーダ」1 台導入

平成 20 年 4 月
長野県森林づくり県民税（森林税）が導入され、
森林税事業の地区説明会が各地区で開催される

平成 18 年 2 月
高性能林業機械「プロセッサ」1 台導入

森林税を活用し、整備された
里山（青木村深山地区）
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平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）

・
裁
判
員
制
度
ス
タ
ー
ト
（
５
月
）

・
民
主
党
、
衆
院
選
で
圧
勝
し
政
権
交
代
（
８
月
）

・
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
ア
メ
リ
カ
の
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
大

統
領
が
受
賞
（
10
月
）

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
（
12
月
）

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）

・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
（
２
月
）

・
長
野
県
知
事
に
阿
部
守
一
氏
が
就
任
（
３
月
）

・
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
が
地
球
に
帰
還
（
６
月
）

・
イ
チ
ロ
ー
、
大
リ
ー
ク
で
10
年
連
続
２
０
０
０
本
安
打

達
成
（
９
月
）

平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）

・
東
日
本
大
震
災
発
生
、
福
島
第
一
原
発
が
水
蒸
気
爆
発

（
３
月
）

・
長
野
県
北
部
地
震
発
生
（
３
月
）

・
小
笠
原
諸
島
が
世
界
自
然
遺
産
、
平
泉
の
歴
史
的
建
造

物
群
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
（
６
月
）

・
女
子
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
、な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
優
勝（
７
月
）

・
貿
易
収
支
が
31
年
ぶ
り
に
赤
字
に
（
12
月
）

第 5 代組合長
大久保 守 氏

（平成23年3月就任）

平成 21 年 6 月　松くい虫防除空中散布が中止に
（ヘリコプターによる薬剤空中散布の様子）

平成 22 年 9 月
高性能林業機械「ウルトラザウルスロボ」1 台導入

第 44 回林業関係広報誌コンクール
「やまびこ」優秀賞受賞（平成 22 年 5 月 28 日）

平成 23 年 1 月
食事処「しんりん」リニューアルオープン
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平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）

・
国
際
協
同
組
合
年

・
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
開
業
（
５
月
）

・
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
（
７
月
）

・
日
本
政
府
、
尖
閣
諸
島
を
国
有
化
（
９
月
）

平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）

・
長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税
（
森
林
税
）
が
29
年
ま
で

５
年
間
延
長
さ
れ
る
（
４
月
）

・
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
（
６
月
）

・
衆
議
院
選
挙
で
自
民
党
圧
勝
（
７
月
）

・
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
決
定

（
９
月
）

平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）

・
ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
（
２
月
）

・
関
東
甲
信
越
地
方
で
記
録
的
な
大
雪
（
２
月
）

・
消
費
税
率
が
５
％
か
ら
８
％
に
増
税
（
４
月
）

・
御
嶽
山
が
水
蒸
気
爆
発
（
９
月
）

平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）

・
北
陸
新
幹
線
が
開
業
、
金
沢
延
伸
（
３
月
）

・
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
パ
ラ
オ
諸
島
訪
問
（
４
月
）

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
大
筋
合
意
（
10
月
）

第 6 代組合長
倉沢 明人 氏

（平成27年3月就任）

平成 24 年 4 月「森林経営計画制度」始まる
（同意書の配布と回収の様子）

平成 24 年度国有林間伐推進コンクール（間伐事業部門）
林野庁長官賞受賞（平成 25 年 1 月 15 日）

平成 25 年 3 月 森林施業プランナーに 4 名合格
（現在 9 名）

（プランナーによる地区説明会の様子）

上田警察署と地域安全活動に関する協定を締結
（平成 26 年 7 月 17 日）
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あ
れ
こ
れ

組
合

活
動

の

　
七
月
二
十
一
日
㈫
、
上
小
森
林
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

長
和
町
・
青
木
村
と
「
山
林
に
係
わ
る
消
防
活
動
並
び
に

風
水
害
等
の
災
害
復
旧
及
び
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
支

援
に
関
す
る
協
定
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
山
林
に
係
る
消
防
活
動
並
び
に
風
水
害

等
の
災
害
復
旧
に
お
い
て
、
普
段
か
ら
地
元
の
森
林
整
備

を
通
し
て
現
地
を
熟
知
し
て
い
る
森
林
組
合
の
専
門
知

識
・
技
術
・
組
織
・
活
動
力
等
を
活
か
し
て
、
地
域
の
消

防
体
制
の
強
化
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

長和町・青木村と
「支援活動に関する協定」を締結しました

今
年
の
松
茸
の
作
柄
は
？

調印式の様子

長和町

　
当
組
合
は

昨
年
七
月
に

上
田
警
察
署

と
も
地
域
安

全
活
動
協
定

を
締
結
し
て

お
り
、
今
後

も
こ
れ
ら
の

協
定
に
沿
い
、

地
域
の
安
全

確
保
に
全
職

員
を
挙
げ
て

協
力
す
る
こ

と
と
し
て
い

ま
す
。

左より　羽田町長、倉沢組合長、依田消防団長

青木村

左より　林消防団長、倉沢組合長、北村村長

　
今
年
の
松
茸
は
、
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
と
少
雨
で
不
作

が
心
配
さ
れ
た
も
の
の
、
お
盆
過
ぎ
に
雨
が
多
か
っ
た
こ

と
や
、
平
年
よ
り
残
暑
が
続
か
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

九
月
中
旬
か
ら
一
気
に
発
生
し
始
め
、
十
月
中
旬
か
ら
は

収
穫
が
落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、
五
年
ぶ
り
の
豊
作
と
な
り

ま
し
た
。

監
査
会
・
理
事
会
報
告

　
八
月
二
十
八
日
に
監
査
会
を
行
い
、
監
事
三
名
よ
り
上

半
期
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
監
査
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
は
、

提
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
集
荷
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
生

産
者
の
皆
さ
ま
、
森

林
公
園
や
食
事
処
し

ん
り
ん
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ま
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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秋
の
味
覚
の
王
様
で
、
上
小
地
域
の
特
産
物

と
い
え
ば
、
次
の
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

　

次
の
①
～
④
の
中
か
ら
正
解
の
番
号
を
選
び
、
は
が
き

に
書
い
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

正
解
し
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
３
名
様
に
食
事
処

「
し
ん
り
ん
」　

１
、０
０
０
円
分
の
御
食
事
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
！

問  題※
発
表
は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
平
成
28
年
１
月
31
日
消
印
有
効
）

〈応募はがきの記入方法〉

〒 386-1212

上田市富士山
2464-226

信州上小森林組合
　やまびこ編集部

①クイズの答え
②住所・氏名・
　年齢・電話番号
③組合、広報誌へ
の意見がござい
ましたらご記入
下さい。

表裏

①·

マ
ツ
タ
ケ·

②·

エ
リ
ン
ギ

③·

エ
ノ
キ
ダ
ケ·

④·

ナ
メ
コ

　
今
年
七
月
に
、
高
性
能
林
業
機
械
「
ハ
ー
ベ
ス
タ
」
を

一
台
導
入
し
ま
し
た
。

　
ハ
ー
ベ
ス
タ
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
高
性
能
林
業
機

械
の
特
長
・
性
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め
、
適
地
適

時
に
機
械
を
配
備
す
る
こ
と
で
、
森
林
所
有
者
の
経
費
負

担
を
軽
減
し
、
よ
り
収
入
の
得
ら
れ
る
森
林
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
法
令
で
定
め
ら
れ

た
特
別
教
育
を
受
講
し
、
安
心
・
安
全
な
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

高
性
能
林
業
機
械

　
　
「
ハ
ー
ベ
ス
タ
」導
入

青
木
小
三
年
生

　
別
所
温
泉
森
林
公
園
で

栗
拾
い
体
験

ハーベスタPC138US-10

　
十
月
九
日
、
青
木
小
学
校
三
年
生
の
児
童
四
十
二
人
が

社
会
科
見
学
の
一
環
と
し
て
、
上
田
市
別
所
温
泉
森
林
公

園
を
訪
れ
、
公
園
内
の
栗
園
で
「
栗
拾
い
体
験
」
を
行
い

ま
し
た
。

　
敷
地
面
積
約
三・
三
ha
の
栗
園
内
に
は
約
九
〇
〇
本
の

栗
の
木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
約
八
割
が
大

粒
の
実
が
な
る
「
利
平
」
と
い
う
種
類
で
す
。

　
多
く
の
児
童
は
栗
拾
い
が
初
体
験
で
、
当
組
合
の
職
員

か
ら
足
の
先
で
イ
ガ
を
開
い
て
取
り
出
す
方
法
を
教
え
て楽しそうに栗を拾う子供たち

も
ら
い
な
が

ら
、
足
元
に

落
ち
て
い
る

栗
を
た
く
さ

ん
拾
い
集
め

て
い
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の

中
で
、
思
い

出
に
残
る
収

穫
体
験
が
で

き
た
よ
う
で

す
。
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組
合
か
ら
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

信州上小森林組合は
第 67 回全国植樹祭を

応援しています。

シンボルマーク

●
人
事
の
お
知
ら
せ

【
採
　
用
】

技
能
職
員

　
九
月
十
八
日
付

　
　
及
川　
　
厚
（
販
・
購
買
課
）

【
退
　
職
】

職　
　
員

　
十
月
十
五
日
付

　
　
笠
井　
　
悠
（
上
田
支
所
技
手
）

技
能
職
員

　
七
月
三
十
一
日
付

　
　
布
施　
敦
司
（
上
田
支
所
）

●
春
植
苗
木
・
き
の
こ
種
菌
の
注
文
を
承
り
ま
す

　
新
聞
折
り
込
み
で
お
配
り
す
る
注
文
書
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
締
め
切
り
は
平
成
二
十
八
年
一
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
注
文
書
は
各
支
所
に
も
ご
ざ
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

★
山
行
苗
木
（
注
文
は
25
本
単
位
）

　
・
ア
カ
マ
ツ　
・
ス
ギ　
・
ヒ
ノ
キ　
な
ど

★
き
の
こ
種
菌

（
メ
ー
カ
ー
、
品
種
に
よ
り
一
〇
〇
〇
駒
入
と

五
〇
〇
駒
入
り
）

　
・
森
産
業　
し
い
た
け
・
な
め
こ
・
ひ
ら
た
け

　
・
大
貫
種
菌　
し
い
た
け
・
な
め
こ
・
く
り
た
け

★
き
の
こ
原
木　
※
本
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

　
・
コ
ナ
ラ　
・
サ
ク
ラ

★
庭
木
・
果
樹
苗
木

　
・
垣
根
類
、
低
木
・
中
高
木
、
果
樹
苗
木
各
種

●
「
し
ん
り
ん
祭
」
に
お
出
掛
け
下
さ
い

☆
12
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　
青
木
会
場
…
…
道
の
駅
あ
お
き

　
東
御
会
場
…
…
御
牧
乃
湯

☆
12
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

　
上
田
会
場
…
…
上
小
森
林
セ
ン
タ
ー

　
真
田
会
場
…
…
川
東
支
所

開
催
時
間
は
各
会
場
と
も

　
土
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
日
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

●
第
67
回
全
国
植
樹
祭
の
開
催
日
が
決
定

　
平
成
二
十
八
年
に
長
野
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第
67

回
全
国
植
樹
祭
」
の
開
催
日
が
、
六
月
五
日
と
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
市
の
エ
ム
ウ
エ
ー
ブ
が
式
典
会
場
と
な
り
、

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
よ
る
お
手
植
え
、
お
手
播
き

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
県
下
四
つ
の
会
場
で
植
樹
行
事
が
行
わ
れ
、

上
小
地
区
に
お
い
て
は
「
上
田
市
自
然
運
動
公
園
」

が
県
民
植
樹
祭
会
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

野
菜
や
花
、

衣
料
品
な
ど
豊

富
な
品
揃
え
で
、

皆
さ
ま
の
お
越

し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

年
末
の
お
買
い

も
の
は
、
森
林

組
合
の
「
し
ん

り
ん
祭
」
に
ぜ

ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

☆依田窪会場は、11月28日・29日に
終了しました。大勢の皆様にご来場い
ただきまして、ありがとうございました。新聞折り込みのチラシが入りますので、

お見落としのないようにご覧ください。

　
九
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
二
十
周
年
記
念

「
感
謝
の
集
い
」に
は
、組
合
員
さ
ん
は
じ
め
大
勢

の
皆
さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
、誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。二
十
年
周
年
の
節
目

の
行
事
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
盛
会
に
終
え
る
こ
と

が
で
ま
し
た
こ
と
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
組
合
は
緑
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
を
全

う
し
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
森
林
組
合
を
目
指
し
、

未
来
に
向
け
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

あ
と
が
き

■信州上小森林組合
本所・上田支所／☎0268-39-8522・FAX.0268-39-8523
川 東 支 所／☎0268-72-3703・FAX.0268-72-3881
依田窪支所／☎0268-68-2172・FAX.0268-68-2056
青 木 支 所／☎0268-49-2021・FAX.0268-46-2641


